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四
国
中
央
市
に
生
を
受
け
、
大
学
在
学
中
の
４

年
間
を
除
き
、
同
市
で
約
30
年
を
過
ご
し
ま
し
た
。

就
職
も
故
郷
に
帰
る
事
を
望
み
、
縁
あ
っ
て
同
市

に
本
店
を
置
い
て
あ
る
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
株
式
会

社
に
入
社
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
故
郷

は
既
に
私
の
体
の
一
部
の
よ
う
な
存
在
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
か
ら
東
京
勤
務
と
な
り
、
東
京
と

四
国
中
央
市
を
往
復
す
る
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

故
郷
か
ら
離
れ
た
事
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
当
た
り

前
で
気
付
か
な
か
っ
た
四
国
中
央
市
の
良
さ
を
感

じ
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
四
国
中
央
市
は

色
々
な
も
の
が
穏
や
か
で
暖
か
く
、
そ
し
て
優
し

さ
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
、
工
夫
の
余
地
が
残

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
四
国
の
中
心

で
あ
る
地
の
利
を
生
か
し
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
で
、

ど
ん
ど
ん
変
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

四
国
中
央
市
の
良
さ
を
感
じ
取
れ
る
、
ま
た
東

京
で
の
生
活
で
新
し
い
も
の
に
触
れ
る
。
こ
の
感

覚
を
生
か
す
事
で
、
昔
な
が
ら
の
よ
き
習
慣
を
大

切
に
し
な
が
ら
新
し
い
物
を
融
合
で
き
れ
ば
、
今

ま
で
に
な
い
新
た
な
価
値
が
創
造
で
き
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
微
力
な
が
ら
四
国
中
央
市
の
発
展
を

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅　敬志さん

（東京都在住）

■主な経歴
  平成 7年

　帝京技術科学大学卒業

　平成 7年

　ユニ・チャーム㈱入社

　平成 21 年

　同社 企画本部

　経営企画室に配属

昭和 47 年生まれ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
ふ
る
さ
と
を
語
る

西川建設株式会社

絵本を寄贈

　今年も子どもたちの読
書活動推進のため、西川
建設株式会社（西川友義
社長）から、たくさんの
絵本を三島図書館へ寄贈
していただきました。

寄贈

寄贈
水墨画家「高木呉山」さん

水墨画を寄贈

　8 月 12 日（月）、水墨画家
の高木呉

ご ざ ん

山（敏雄）さんから
篠原市長へ「石鎚　天狗岩」

「松韻」の水墨画 2 点が寄贈
されました。これに対し、篠
原市長から高木さんへ感謝状

が送られました。高木さんは、今年 7月に開催され
た第 5回京都展に巻物「四国霊場八十八ヶ所」を出
品し、その作品が高く評価され、衆議院議長賞と全
国水墨画美術協会会長賞を受賞されています。

寄贈
四国中央市ユネスコ協会

薦田踊りにかかる太鼓を寄贈

　8 月 16 日（金）、土居町
畑野の薦田神社で、県指定
民俗文化財「畑野の薦田踊
り」にかかる締め太鼓の贈
呈式がありました。これは、
豊臣秀吉の四国平定で落城

した領主を慰霊する畑野の薦田踊りを次世代に
継承してもらおうと、四国中央ユネスコ協会（山
中健太郎会長）から畑野薦田踊り保存会へ踊り
に使用する締め太鼓 2つが寄贈されました。

～市民で灯そう 10 万人の光り実行委員会～

イルミネーションコンテスト開催！！

　今年は、新たな企画として、会場の
一部でイルミネーション装飾のコンテ
ストを実施します。詳細については、
市ホームページまたは各庁舎に置いて
あるチラシをご確認ください。

　 市民交流課　28-6014


